
今
年
で
15
回
目
と
な
っ
た

川
尻
月
間
も
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

川
尻
月
間
は
例
年
、
２
月

の
「
和
菓
子
の
ふ
れ
あ
い
工

房
」
か
ら
、
３
月
の
ズ
イ
ヨ

ウ
酒
造
を
中
心
に
し
た
「
か

わ
し
り
の
酒
蔵
ま
つ
り
」
ま

で
の
一
ヶ
月
間
を
通
じ
、
川

尻
地
区
に
町
外
か
ら
の
人
を

呼
び
込
む
目
的
で
は
じ
め
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
昔
、
川
尻
の
祭
は
、

春
を
告
げ
る
３
月
の
大
慈
禅

寺
ま
つ
り
、
夏
８
月
の
お
盆

に
行
わ
れ
る
川
尻
精
霊
流
し
、

秋
の
稲
の
収
穫
が
終
っ
た
10

月
に
行
わ
れ
る
河
尻
神
宮
の

秋
の
大
祭
、
上
記
の
三
つ
が

川
尻
を
代
表
す
る
祭
り
と
称

さ
れ
、
「
春
の
大
禅
寺
」

「
夏
は
精
霊
流
し
」
「
秋
の

河
尻
神
社
」
で
し
た
。

近
年
は
、
そ
れ
ら
の
祭
に

加
え
、
冬
の
季
節
に
開
催
さ

れ
る
「
酒
蔵
ま
つ
り
」
や

「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
」
は
、

川
尻
の
文
化
や
町
並
み
を
活

す
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

時
代
の
変
化
を
感
じ
て
い
る

事
の
一
つ
に
、
人
々
の
移
動

手
段
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
今
年
の
酒
蔵
ま
つ

り
は
タ
ク
シ
ー
や
自
家
用
車

の
送
迎
が
少
な
く
な
り
大
勢

の
人
が
Ｊ
Ｒ
の
列
車
や
バ
ス
、

ま
た
は
、
歩
い
て
来
ら
れ
る

方
が
目
立
ち
ま
し
た
。

酒
蔵
ま
つ
り
が
始
ま
る
時

刻
に
は
行
列
の
最
後
尾

は
肥
後
銀
行
川
尻
支
店

ま
で
連
な
り
、
参
加
さ

れ
た
方
が
、
そ
の
人
の

多
さ
に
感
動
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
時

の
一
万
人
以
上
の
人
が

走
り
ぬ
け
る
様
子
と
は

異
な
り
、
数
千
人
の
人

が
整
然
と
並
ん
で
待
つ

風
景
は
川
尻
の
風
物
詩

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

話
題
は
異
な
り
ま
す

が
２
月
～
３
月
の
川
尻

月
間
の
期
間
中
に
は
、
川
尻

小
学
校
４
年
生
を
対
象
に
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
十
数
年

間
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

授
業
の
名
称
は
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
で
す
が
、
地
域
の
春

を
見
つ
け
地
域
の
歴
史
や
誇

り
を
探
し
学
ぶ
野
外
学
習
で

も
あ
り
ま
す
。

毎
年
、
終
了
後
に
は
お
礼

の
手
紙
や
感
想
文
が
送
ら
れ

て
来
ま
す
が
、
え
ん
ぴ
つ
で

描
か
れ
た
内
容
か
ら
感
動
し

て
い
る
様
子
が
伝
わ
り
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
川
尻
小
学
校

の
玄
関
を
出
発
し
、
柳
掘
り

を
ぬ
け
無
田
川
を
眺
め
、
小

路
橋
を
渡
り
、
ズ
イ
ヨ
ウ
酒

造
の
工
場
内
を
通
り
ぬ
け
、

正
中
島
か
ら
加
勢
川
に
出
て
、

新
町
橋
下
の
河
原
で
数
種
類

の
カ
モ
や
サ
ギ
を
身
近
に
肉

眼
で
眺
め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
で
堤
防
に
あ
が
り
、

横
町
の
延
寿
寺
で
西
南
の
役

の
話
を
和
尚
さ
ん
か
ら
聞
き
、

法
宣
寺
で
は
川
尻
小
学
校
創

設
の
碑
・
加
藤
清
正
の
正
室

が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
供
養
塔

碑
を
眺
め
、
川
尻
電
車
の
軌

道
跡
や
終
着
駅
を
横
切
り
、

薩
摩
街
道
の
話
を
聞
き
な
が

ら
新
田
町
の
歩
道
橋
を
超
え

て
小
学
校
に
戻
る
コ
ー
ス
で
、

毎
年
、
２
０
～
２
６
種
の
野

鳥
を
確
認
す
る
内
容
で
す
。

こ
れ
も
川
尻
月
間
で
す
。

【
熊
本
県
文
化
企
画
課
資
料
】

Ｈ
Ｐ
よ
り

川
尻
公
会
堂
は
昭
和
５
年

（
１
９
３
０
年
）
９
月
、
現

在
の
ズ
イ
ヨ
ウ
酒
造
の
先
代

吉
村
彦
太
郎
と
そ
の
親
族
に

よ
り
地
域
社
会
発
展
の
た
め

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

公
会
堂
の
右
前
に
は
昭
和

６
年
12
月
、
吉
村
彦
太
郎
の

遺
徳
を
し
の
び
「
懐
徳
碑
」

が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
民
館
の
利
用
が
、
社
会

教
育
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

た
の
は
、
昭
和
24
年
（
１
９

４
９
年
）
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
よ
り
も
15
年
以
上
も
早

く
一
般
の
人
び
と
の
教
育
・

学
習
の
場
を
提
供
し
た
川
尻

公
会
堂
は
、
公
民
館
の
さ
き

が
け
と
な
っ
た
施
設
と
も
い

え
る
で
し
ょ
う
。
（
後
省
略

高
見

覚

著
『
郷
土
川
尻

水
郷
と
歴
史
の
町
』
よ
り

昨
年
10
月
よ
り
、
川
尻
公

会
堂
が
耐
震
性
の
問
題
で
使

用
で
き
な
く
な
り
多
く
の
方

よ
り
問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

川
尻
公
会
堂
に
関
し
地
元

住
民
の
要
望
を
伝
え
る
た
め
、

川
尻
公
会
堂
検
討
委
員
会
が

立
ち
あ
げ
ら
れ
、
中
村
亮
一

自
治
会
連
合
会
会
長
は
じ
め

地
元
の
５
町
内
の
浅
木
自
治

会
長
・
７
町
内
の
橋
本
自
治

会
長
・
古
川
保

川
尻
校
区

景
観
整
備
委
員
長
を
は
じ
め

と
す
る
メ
ン
バ
ー
で
、
昨
年

７
月
・
８
月
・
９
月
の
３
回
、

熊
本
市
の
担
当
者
の
方
々
や

専
門
家
を
交
え
検
討
会
が
重

ね
ら
れ
ま
し
た
。

再
検
討
さ
れ
た
川
尻
公
会

堂
耐
震
構
造
の
説
明
会
が
、

２
月
３
日
の
夜
、
熊
本
市
万

年
青
（
お
も
と
）
会
館
ホ
ー

ル
に
て
、
川
尻
校
区
か
ら
30

名
、
熊
本
市
よ
り
４
名
の
出

席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

熊
本
市
よ
り
の
説
明
で
は
、

川
尻
公
会
堂
は
、
地
元
の
方

か
ら
愛
さ
れ
、
成
人
式
や
福

祉
ま
つ
り
・
福
祉
餅
つ
き
等

川
尻
校
区
の
重
要
な
催
し
や

年
間
を
通
じ
活
用
さ
れ
て
い

る
様
子
と
熱
意
が
伝
わ
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
熊
本
市
と
し
て

は
出
来
る
限
り
地
元
の
要
望

を
組
み
入
れ
、
現
況
の
風
景

や
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ
な
い

よ
う
に
検
討
し
、
左
写
真

（
２
枚
）
の
様
な
完
成
後
の

イ
メ
ー
ジ
写
真
を
提
示
し
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

構
造
的
に
は
木
組
み
や
畳

の
文
化
を
残
し
川
尻
ら
し
い

川
尻
公
会
堂
を
残
し
伝
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
況
の
川
尻
公
会
堂
は
耐

震
的
に
使
用
不
能
な
状
況
に

あ
り
、
昨
年
10
月
か
ら
使
用

停
止
状
態
に
あ
り
ま
す
が
、

毎
週
金
曜
日
に
は
玄
関
や
窓

を
開
き
風
通
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
27
年
度
予
算
で

設
計
を
済
ま
せ
、
28
年
度
末

ま
で
に
改
修
工
事
を
行
う
計

画
で
す
。

今
後
と
も
校
区
の
皆
さ
ん

と
も
会
話
を
重
ね
、
よ
り
よ

い
公
会
堂
を
残
し
伝
え
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

左
の
写
真
×
２
枚
は
完
成

後
の
イ
メ
ー
ジ
写
真
で
、
左

上
が
公
会
堂
の
大
広
間
で
開

放
さ
れ
て
い
た
障
子
の
一
部

が
木
造
で
補
強
さ
れ
ま
す
。

左
横
の
写
真
は
、
老
人
セ

ン
タ
ー
側
の
廊
下
の
イ
メ
ー

ジ
写
真
で
、
耐
震
横
振
れ
防

止
の
木
組
み
が
施
さ
れ
ま
す

が
奥
が
見
え
て
い
ま
す
。
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熊本市南部地区市民の会

発行責任者 村田幸博

河
陽
新
聞

南
部
地
区
市
民
の
会
で
は

「
一
万
人
で
描
く
一
枚
の
絵
」

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
毎
年
、

テ
ー
マ
を
設
け
色
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

過
去
に
は
「
女
性
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
や

「
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

25

年
度
か
ら
は
じ
め
た

「
旅
す
る
蝶
を
招
く
計
画
」

は
去
年
十
月
に
は
１
２
７
頭
、

一
昨
年
は
１
０
８
頭
と
捕
獲

＆
マ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
新

聞
な
ど
の
報
道
で
と
り
上
げ

ら
れ
た
た
め
に
川
尻
小
学
校

を
中
心
に
一
躍
有
名
な
地
域

に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
先
般
、
環
境
問

題
や
町
づ
く
り
を
支
援
さ
れ

る
再
春
館
製
薬
・
一
本
の
木

財
団
へ
支
援
申
請
を
出
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
当
会
へ
の
支

援
が
決
定
し
ま
し
た
。

「
子
供
に
夢
を
、
老
人
に
生

き
が
い
を
。
そ
し
て
、
青
年

に
や
り
が
い
の
あ
る
町
づ
く

り
を
夢
み
て
い
ま
す
。
」

裏
面
に
掲
載
し
て
い
る
絵

は
川
尻
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
浪
﨑
洋
子
さ
ん
に
依
頼

し
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

加
勢
川
や
金
峰
山
を
バ
ッ
ク

に
旅
す
る
蝶
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

と
フ
ジ
バ
カ
マ
が
描
い
て
あ

り
ま
す
。

先
般
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
来
た
」
で

紹
介
さ
れ
た
「
旅
す
る
蝶
」

を
見
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
交
渉
し

10
月
２
日
、
川
尻
小
学
校
体

育
館
で
映
像
や
話
を
伝
え
て

も
ら
う
催
し
な
ど
、
今
回
の

助
成
で
実
施
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
青
年
た
ち
が
「
旅

す
る
蝶
」
を
テ
ー
マ
に
新
製

品
を
開
発
中
で
す
。
ご
支
援

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

今年の川尻月間も盛況のうちに終了しました。

かわしりの酒蔵まつり7,600人もが参加

多
く
の
人
が
Ｊ
Ｒ
川
尻
駅
経
由
で
参
加

川
尻
公
会
堂
の
耐
震
改
修
問
題
で
、

熊
本
市
よ
り
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

自転車のケーキ屋さんも、にぎわいを演出していた

補強工事が施された後の大広間のイメージ

公会堂の廊下が木材で補強された後のイメージ

設立碑と川尻公会堂

行列の最後尾は肥後銀行先まで続いていまたした



熊
本
市
南
部
地
区
市
民
の

会
は
、
昭
和
61
年
4
月
に
設

立
さ
れ
熊
本
市
川
尻
小
学
校

校
区
の
全
世
帯
の
支
援
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

設
立
さ
れ
た
30
年
前
は
、

川
尻
校
区
の
中
心
を
流
れ
る

無
田
川
は
ド
ブ
川
化
し
加
勢

川
も
透
明
度
５
㎝
も
な
い
汚

い
水
が
流
れ
る
川
で
し
た
。

そ
こ
で
校
区
で
は
、
先
ず

は
「
住
み
よ
い
町
」
を
掲
げ

川
尻
校
区
あ
げ
て
無
田
川
の

大
清
掃
を
行
い
、
町
づ
く
り

が
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

無
田
川
の
大
清
掃
活
動
は
、

そ
の
後
、
「
緑
川
の
日
」
と

つ
な
が
り
、
緑
川
流
域
に
呼

び
か
け
て
行
う
大
清
掃
は
日

本
の
モ
デ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
川
尻
校
区
で
は
平

成
18
年
10
月
九
州
で
初
め
て

の
「
第
7
回
・
川
で
の
福
祉

と
教
育
の
全
国
大
会
」
を
実

施
し
、
川
を
活
か
し
た
教
育

や
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
の
先
頭

役
を
担
っ
て
来
ま
し
た
。

目
指
す
最
終
目
的
は
自
然

豊
か
で
生
活
環
境
の
整
っ
た

「
暮
ら
し
て
み
た
い
町
」
で

す
。今

回
の
「
旅
す
る
蝶
を
招

く
計
画
」
も
、
花
の
香
り
漂

い
蝶
や
人
が
楽
し
め
る
自
然

環
境
の
豊
か
な
川
尻
校
区
づ

く
り
の
一
環
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

今
年
で
３
年
目
と
な
る
フ

ジ
バ
カ
マ
の
苗
づ
く
り
は
、

川
尻
小
学
校
の
緑
の
少
年
団

と
力
を
合
わ
せ
４
月
か
ら
小

学
校
で
実
施
し
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は

苗
づ

く
り
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
フ
ジ
バ
カ
マ
の
苗

の
欲
し
い
方
は
、
町
内
の
自

治
会
長
さ
ん
へ
申
し
出
下
さ

い
。

旅
す
る
蝶
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は

下
記
の
デ
ザ
イ
ン
の
姿
で
す
。

川
尻
校
区
へ
は
10
月
中
に

飛
来
し
ま
す
。

図
ガ
ラ
は
新
撰
組
の
ハ
ッ
ピ

と
、
ご
記
憶
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
フ
ジ
バ
カ
マ
は
、

秋
の
七
草
の
ひ
と
つ
で
、
万

葉
集
に
う
た
わ
れ
る
日
本
を

代
表
す
る
草
花
で
す
。
そ
の

昔
、
女
性
が
布
袋
に
い
れ
香

り
花
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い

た
と
の
事
で
す
。

フ
ジ
バ
カ
マ
の
植
物
本
体

や
フ
ジ
バ
カ
マ
の
香
り
を
か

ぎ
た
い
方
は
、
川
尻
小
学
校

玄
関
を
眺
め
て
下
さ
い
。

香
り
の
源
は
、
川
尻
小
学

校
玄
関
を
左
に
５
ｍ
、
モ
ミ

ジ
の
木
に
昨
年
の
フ
ジ
バ
カ

マ
を
吊
る
し
て
あ
り
ま
す
。

川
尻
小
学
校
玄
関
周
辺
は

ほ
ぼ
一
年
間
フ
ジ
バ
カ
マ
の

香
り
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
実
施
す
る
「
旅
す

る
蝶
を
招
く
計
画
」
事
業
は

再
春
館
「
一
本
の
木
」
財
団

の
助
成
金
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
秋
に
は
、
川
尻
校
区
や

南
区
を
フ
ジ
バ
カ
マ
の
花
が

咲
き
乱
れ
、
旅
す
る
蝶
ア
サ

ギ
マ
ダ
ラ
が
乱
舞
す
る
町
を

夢
み
て
い
ま
す
。

第１７号 河 陽 新 聞 平成２７年４月１日

南部市民の会、27年度事業「旅する蝶を招く計画」は、再春館「一本の木」財団の助成事業で4月から実施します。

旅する蝶のイメージ絵です

川
尻
校
区
の
み
な
さ
ん
も
！

「
旅
す
る
蝶
」
を
呼
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？


